
第 2号様式 

事 業 計 画 書 

 

事 業 名 ２０１８ 潮風杯 ～ＮＵＭＡＺＵ～ 

実 施 場 所 沼津市牛臥浜 

実 施 予 定 期 間 平成 30 年４月 1日～平成 30年９月３０日 

 

◎実施内容 

日  程 実施項目・作業項目 

 ※イベントや研修会等の行事日程だけでなく、実施内容(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会)、実施場

所、参加対象、人員配置、役割分担など、事業期間すべてにわたる実施内容を記載して下さい。 

 沼津市の素晴らしい財産である「海」を活用し、自分たちの暮らしの質を向上さ

せ、魅的な沼津へとしていくため、スタンドアップパドルサーフィン（ＳＵＰ：サ

ップ）を通して市民の皆さんや全国から参加者を集い、誰でも気軽に楽しく参加で

きるイベントを沼津市牛臥浜にて開催します。 

このイベントで市民の皆さんと全国からの参加者が海を通じて交流を図り、沼津

の海の素晴らしさを体験してもらう事を目的とし、人と自然をテーマに沼津市のま

ちづくりに貢献したいと考えております。 

主な事業内容はスタンドアップパドルサーフィンの「レース」、「マリンスポー

ツ体験会」になり、双方とも誰でもご参加頂けるようになります。 

 

平成29年度実績 

レースと体験会の参加者を合わせると２００名を越す人たちに料金を払って

参加してもらい、さらに来場者をあわせると４００名近くの方に潮風杯に来て

いただけることとなり、牛臥浜を活用した賑わいの場を創出することができた。 

沼津初の日本ＳＵＰ協会やメーカーの協力を得た質の高いレースと、マリン

スポーツの裾野を広げることを狙った体験会を同時に開催することで、幅の広

い世代性別の方たちに沼津牛臥浜に訪れていただき、市外の方には沼津の素晴

らしさを、また市内の方には海のある暮らしができる沼津ということを気づく

きっかけになってもらえた。 

 

平成30年度開催に向けた課題 

 初開催ということで、レース参加者数に不安を感じていたが、SNSに連日広

報することや、アクティビティジャパンというアウトドア体験の予約サイトと

提携しオンラインのエントリーを可能にしたことで、広く周知してもらえ、目

標としていた参加者数を超えることが達成できた。しかしながら今後大会の継

続的な開催を可能にするためには、さらなる参加者の増加が必要であるため、

チラシの各戸ポストへの直接投函や市内市外の小中学校への配布などを実施

し、将来の大人たちの大会への参加を促し、マリンスポーツや海への興味関心

を深めて沼津らしい素晴らしい大会としていく。 

 



 

スケジュール 

Ｈ30年 ４月  実行委員会打合せ・会議 

後援依頼、協賛依頼、市役所等への提出物

ホームページ構成検討 

 

５月  実行委員会打合せ・会議 

レース運営会議、体験会会議、飲食店舗応募依頼 

チラシ、ポスター制作 

 

６月  実行委員会打合せ・会議 

レース運営会議 

ホームページ公開 

チラシ、ポスター完成 

 

７月 実行委員会打合せ、会議 

保険加入、駐車場依頼、レース事業での備品等購入等 

 

８月 実行員会打合せ、会議（最終確認等） 

 

 

開 催 日 平成30年８月19日 日曜日 

開催場所 沼津市牛臥浜 時間 午前８時～午後１６時 

 

事情内容 ＳＵＰレース、ＳＵＰ体験、ＳＵＰヨガ

体験 参加予定人数 200名～300名 

ＳＵＰレース内容 １．５Ｋｍコース（初心者対象）１レース 

３Ｋｍコース （中級車対象）１レース 

６Ｋｍコース （上級者対象）１レース 

レース参加募集期間 ６月中旬～８月初旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎事業効果 
※事業の効果を記載して下さい。 

ソフト部門のステップアップ型事業・ハード部門４事業については、事業効果に対して、客観的な評価ができるよう、成果指標と数値目標

を設定するなど、その検証方法を必ず明記して下さい。 

 

海を舞台としたこの事業を昨年に続いて行うことにより、今まで海と関わりが少なかった市

民の方達にさらに海の魅力やマリンスポーツの楽しさを知っていただき、海のある暮らしをお

くれる沼津の魅力向上につながると考えております。 

また全国のレース参加者の方達が沼津市を訪れる事により、沼津市の素晴らしさを実感して

いただき、市にとって良い宣伝効果に繋がると思います。さらに市内の飲食店に本イベントに

出店してもらい、レース参加者、市民の皆さんに利用してもらうことによって、市内の他業種の

方たちとも共栄できる事業にしていきたいと考えています。 

また同時に開催するＳＵＰ体験会では親子でご参加していただき、親子での絆、思い出を作るこ

とにより、自然に対する考え方が養われ健全な身体と心を育むことに繋がります。 

昨年度の集客数は、４００人程の方たちに牛臥浜に足を運んでいただくことができたので、第２

回目となる今回の事業では１００名程の集客を伸ばしたいと考えています。 

 

◎評価の視点に合致していることの説明 ※評価の視点については、募集の手引きを確認して下さい。 

公益性 

沼津市の素晴らしい財産である海を活用した夏のイベントであり、開催す

るレースでは全国へ参加募集を行い、地域に住む市民の方達と参加者との海を

通じた交流を図ることを目的とし、「人」と「自然」をテーマに沼津市のまちづくり

に貢献したいと思います。 

発展性 

質の高いレースの開催と同時に、ＳＵＰを用いて海上で行うヨガや体験会を今

回も企画する事で、これまで海やＳＵＰと係わりの薄かった市民の導入をさらに

図り、沼津の海という自然文化と共生する牛臥や島郷エリアの価値の向上につな

がると考えております。 

地域性 

他の地域に比べて沼津の牛臥浜は波が穏やかで安全であり、ＳＵＰレースを開

催するには最適な場所です。このイベントを通して沼津で育つ子供達に「海の楽

しさ」「自然の大切さ」そして、その反面の「自然の恐さ」を学んでもらう沼津な

らではの教育で健全な身体と心を育むことにも繋げていきたいです。 

必要性 

沼津市はマリンスポーツを主とするイベントが少なく、この事業を行うことに

より海に関心を持つ方が増え、景観や不法投棄の問題にも関心を持って貰えたら

と思います。沼津の海の沖から見る富士山はこんなにも素晴らしいのだと１人で

も多くの方に知って欲しいです。 

先導性 

 本事業は沼津市で唯一の正式なＳＵＰレースであり、ＳＵＰ協会、ＳＵＰメー

カーと連携し全国から参加者を集めることができます。他県から沼津市へ訪れる

事により沼津市の観光施設等への集客も見込めると思います。レース参加者には

お弁当券を配布し、イベントに出店して頂く飲食店へ還元します。レースの景品

として入賞者には沼津の名産品を贈呈し名産品のアピールに繋げたい。 

 



継続性 

※助成事業終了後も継続的・自立的な活動とするために、どのように取り組んでいくかについて記載して下さい。 

魅力的なＷＥＢサイトと印刷広告を活用し周知を徹底的に行い、かつ日本ＳＵ
Ｐ協会公認のレースとして開催する事で全国からの参加者が見込める為毎年の
夏のレースとして定着させたいと考えています。 

またそれと同時に体験会、レンタルスクールを定期的に行い、ＳＵＰというマ

リンスポーツの普及活動も実施していきたいと考えています。 

 

 

◎特に高い公益性を有することの説明 
※補助金申請額が「特に公益性が高い事業」に該当する場合は、その理由を記載して下さい。 

 沼津市は駿河湾と富士山を望める風光明媚な景観を有しており、明治 26 年に御用邸が建設され現

在では沼津御用邸記念公園として管理されており、平成 28 年には一部の景観が国の名勝指定を受け

ております。しかしながら、そのことが市民生活に根付き海辺での生活を楽しんでいるとは言い難

いのが現状だと思います。 

 本事業では、ＳＵＰという海のアクティビティを用いて、多くの方に海で遊ぶということの楽し

さや面白さを経験してもらうことにより、他の地域にはない海のある暮らしが送れることのできる

沼津の魅力向上やＰＲ、エリア価値の向上につながると考えております。 

 沼津で暮らす方が、景観の素晴らしい御用邸や駿河湾の近くで暮らすことに、誇りをもてるよう

なエリアへと変えていくことを目的とする本事業は、特に高い公益性を有しているものと思います。 

 


